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岡崎市上下水道局

資料１
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・投資事業計画に基づく
財政収支予測の確認

・料金体系の決定
・答申書の作成

本日の審議内容

財政収支の予測について

第５回審議会

第６回審議会

料金の算定について （１）

・前回論点の整理
・総括原価の確認
・原価の分解・配賦の確認

第８・９回審議会

料金の算定について

第７回審議会

料金の算定について （２）

・料金改定率の決定

・料金体系案の確認
検討項目と現状の確認
料金体系案と影響額試算
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１ 料金改定率について
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前回までの審議内容 と 料金改定率について

目標とする資金残高

内部留保資金の水準により借入額を調整
・内部留保資金が高水準の期間は借入を抑制、内部留保資金が50億円を下回らない

水準で借入

企業債残高は 200億円を上限とする

経営戦略の方針

料金改定率（案）

総括原価の配賦

長期的視点で検討
・短期（４年先）ではなく、長期（10年先）の経営状況により判断
・収支試算には経営戦略のローリングも見込む（計18年間の財政収支見通し）

令和７年度 平均改定率 9.7%
・経営戦略を長期で見込む場合、R7年度9.7％、R11年度16.0%、R15年10.1%

短期で見込む場合、R7年度 0％、R11年度 2.9%、R15年43.9%

料金の算定は総括原価方式
基本料金：従量料金 ≒ 27.9%：72.1%（R7年度9.7%改定の場合）

・基本料金を現状（R4実績 基本24.1%：従量75.9%）よりも高める方向

企業債の借入方針

半年分の支出に、不測の事態に備える資金を加えた 50億円
・半年分の収益的及び資本的支出 各20億円 ＋ 災害等不測の事態の資金 10億円
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（参考）前回までの審議事項
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（参考）前回までの審議事項

※第６回審議会資料より
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（参考）前回までの審議事項

※第６回審議会資料より
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（参考）前回までの審議事項

※第６回審議会資料より
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（参考）前回までの審議事項

※第６回審議会資料より
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２ 料金体系案について
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料金体系の検討項目

用途 口径 基本料金 従量料金単価（/㎥）

一般

13mm 520円 ～10㎥

11～25㎥

26～50㎥

51㎥超

65円

127円

156円

201円

20mm 950円

25mm 1,410円

40mm 3,550円

～50㎥

51㎥超

156円

216円

50mm 8,110円

75mm 15,430円

100mm 23,650円

150mm 47,410円

臨時 13から150mm の各口径と同一 一律 325円

特定共用 470円 25mm口径以下と同一

②基本料金の給水能力
による見直し

①基本料金と従量料金の
収入割合の見直し

③従量料金の逓増度
の見直し
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検討項目ごとの現状
検討項目 現状 『水道料金改定業務の手引き』

①
基本料金と
従量料金の
収入割合

• 令和４年度決算に基づく現状の
割合は、

基本料金24.1％、
従量料金75.9％ です。

• 基本料金の収入割合は、他団
体平均よりも低くなっています。

• 手引きに示された方法で算出した割合は、

基本料金27.9％、従量料金72.1％です。

• 基本料金の構成比が低いと、水需要の減少に
伴う収入の減少の影響が大きく、企業経営が
不安定になる傾向があるとされています。

②
口径別基本料金

• 岡崎市は、いずれの口径も
他団体平均や手引きに基づき
算定した料金よりも低くなってい
ます。

• 大口径の基本料金ほど、他団
体よりも低くなる傾向です。

• 各口径の給水能力により配賦する方法
（理論流量比）により基本料金を決定すること
を基本とし、現状を加味した調整を検討するもの
とされています。

③
従量料金
逓増度

• 岡崎市は、従量料金の

「逓増制」を採用しています。

• 従量料金の逓増度について
岡崎市は他団体平均より低く
なっています。

• 従量料金は均一料金制が理想とされていま
すが、現状と乖離がある場合、利用者への
影響を加味し、徐々に逓増度を緩和することが
適切とされています。
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【現状①】基本料金の収入割合（他市比較）

基本料金の収入割合は、他市平均より低い水準となっています。

（％）
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【現状①】基本料金と従量料金の収入割合
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従量料金改定率 9.7％

全

体

改

定

率

9.7％

基本料金改定率 17.6％

従量料金改定率 7.0％

基
本

料
金

2
4
.1
％

従
量

料
金

7
5
.9
％

基
本

料
金

2
7

.9
％

従
量

料
金

7
2
.1
％

現
状

の
ま
ま

基
本

料
金

の
収

入
割

合
を
高

め
る

どのように配分するか？



15

口径
基本料金 乖離

現行－手引き
水量

従量料金 乖離
現行－手引き現行 手引き 現行 手引き

13mm 520 571 △51 ～10㎥
11～25㎥
26～50㎥

51㎥超

65
127
156
201

125

△60
+2

+31
+76

20mm 950 1,094 △144

25mm 1,410 1,599 △189

40mm 3,550 5,562 △2,012

～50㎥
51㎥超

156
216

+31
+91

50mm 8,110 14,037 △5,927

75mm 15,430 33,498 △18,068

100mm 23,650 82,037 △58,387

150mm 47,410 116,783 △69,373

【現状①②③】口径別基本料金、従量料金逓増度

重

軽

軽

重

手引きに基づき算定した料金体系と比較して、現行の料金体系は、

①基本料金：口径が大きくなるほど負担が軽い

②従量料金：使用水量が少ないほど負担が軽い（逓増制）

全体では、多量使用者が少量使用者の負担をカバーしている（基本料金割合低）
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【現状②】 口径別の基本料金（他市比較）

１ヶ月あたりの基本料金（税抜き）は、いずれの口径も他市平均より低い水準です。
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【現状②】口径別の基本料金（他市比較）

また、大口径の基本料金ほど、他団体よりも低くなる傾向です。

該
当
な
し
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【基本料金の検討方針】

①給水収益に占める基本料金割合

・現行の基本料金は全ての口径で低い状況にある（対手引き、対他市比較）

・基本料金の改定率を全体改定率9.7％よりも高め、
収入に占める基本料金の割合を高める

⇒ 有収水量の減少に影響されにくい安定した経営を目指す

・ただし、少水量使用者にとっては基本料金の改定の影響が大きくなるため、
使用水量が少ないと想定される口径13mmの改定率については配慮が必要

②口径間の負担割合

・現行の基本料金は大口径使用者ほど低い状況にある（対手引き、対他市比較）

・使用口径に応じた負担を求める（大口径ほど改定率大）

・ただし、大口径使用者にとっては大幅な改定が必要となるため、
激変とならないよう、配慮が必要
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口径 現行
手引き 事務局案 想定件数

（件/月）改定後 現行差 改定率 改定後 現行差 改定率

13mm 520 571 +51 +9.8％ 578 +58 +11.2% 94,004

20mm 950 1,094 +144 +15.2％ 1,102 +152 +16.0% 68,482

25mm 1,410 1,599 +189 +13.4％ 1,692 +282 +20.0% 2,664

40mm 3,550 5,562 +2,012 +56.7％ 5,680 +2,130 +60.0% 540

50mm 8,110 14,037 +5,927 +73.1％ 14,598 +6,488 +80.0% 264

75mm 15,430 33,498 +18,068 +117.1％ 30,860 +15,430 +100.0% 134

100mm 23,650 82,037 +58,387 +246.9％ 47,300 + 23,650 +100.0% 35

150mm 47,410 116,783 +69,373 +146.3％ 94,820 +47,410 +100.0% 5

単位：円（1月当たり金額、税抜き）

【基本料金】 料金体系案

平均改定率：約17.6％（基本収入割合を27.9％とするため ⇔ 全体改定率9.7％）

・口径毎に相応の負担を求めるため、大口径使用者ほど大幅な改定となる

・ただし、激変緩和のため各口径の改定率の上限を+100%とし、手引きによる

改定率が100％未満の口径50mm以下で調整する

・小口径13・20mmは、改定率を平均改定率よりも低く抑え、少水量使用者に配慮
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【基本料金】 改定による影響

口径

大小

使用水量 多

少

影響大

大口径少量使用者

水道をバックアップとし、
地下水等を利用する事業者に
口径に応じた負担を求める

小口径少量使用者
⇒一般家庭等

基本料金の改定率が低く抑えられ、

影響は比較的小さい

小口径多量使用者

使用水量が多い使用者にとっては、
基本料金改定による影響は小さい

影響小

影響小影響小

大口径多量使用者

使用水量が多い使用者にとっては、
基本料金改定による影響は小さい
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【現状③】 従量料金の逓増制イメージ図

使用水量

水
道
料
金

均一料金制：

水道料金は使用水量に比例

逓増制：

少量使用の単価は安く、多量使用の単価は高い

⇒ 使えば使うほど割高になる料金体系

少量使用者の負担は軽い

多量使用者の負担は重い
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【現状③】 従量料金の逓増度（他市比較）

従量料金の逓増度は、他市平均より低い水準です。

※逓増度＝最高単価÷（（13ｍｍ基本料金+10㎥使用時の従量料金）÷10）
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【従量料金の検討方針】

①逓増度の緩和

・手引きでは従量料金は均一料金制とされており、現状の逓増度は高い

・一方で、他市と比較すると現状の逓増度は低い状況

・水道事業の経営面、公平性の面から現行よりも逓増度を緩和する方向で検討する

・ただし、少量使用者の激変とならないよう配慮する

②水道事業の経営面

・「逓増制」により、有収水量の減少以上に従量料金は減少する

R2 R3 R4

有収水量（㎥） 41,142,773 40,699,726 39,991,999

従量料金（税抜き、千円） 4,875,145 4,806,140 4,696,634

－1.08％ －1.74％

－1.42％ －2.28％
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【従量料金の検討方針】

③使用者間の公平性

・従量料金の逓増制により、本来あるべき姿（均一料金）に対して、
少量使用者の負担は軽く、多量使用者の負担は重いという構造になっている

・多量使用者の負担感が強く、水道以外の水源（＝地下水）の活用につながる
恐れが生じる

・現状の逓増度は、多量使用の抑制というよりも、生活用水の低廉化を目的
とした少量使用者の負担軽減策としての面が強い

・一人あたりの家庭での使用水量はおよそ７㎥ / 月と言われており、通常の水の
使い方をする世帯の平均単価（構成人員数別）は以下のとおり
⇒同じ生活用水であっても、世帯構成人員が多くなると支払単価は上昇する
⇒水道料金について配慮が必要な低所得者層は、使用水量では判断できない

現状からの激変とならない範囲での逓増度の緩和を目指す

構成人員数 1人（7㎥） 2人（14㎥） 3人（21㎥） 4人（28㎥） 5人（35㎥） 6人（42㎥）

平均単価/㎥ 65円 83円 97円 108円 118円 124円
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口径 水量 現行
手引き 事務局案

改定後 現行差 改定率 改定後 現行差 改定率

13mm ～10㎥
11～25㎥
26～50㎥

51㎥超

65
127
156
201

125
（均一)

+60
△2

△31
△76

+92.3％
△1.6％

△19.9％
△37.8％

72
135
165
211

+7
+8
+9

+10

+10.8%
+6.3%
+5.8%
+5.0%

20mm

25mm

40mm

～50㎥
51㎥超

156
216

△31
△91

△19.9％
△42.1％

165
226

+9
+10

+5.8%
+4.6%

50mm

75mm

100mm

150mm

単位：円（1月当たり金額、税抜き）

【従量料金】 料金体系案

平均改定率：約7.0％（基本収入割合を27.9％とするため ⇔ 全体改定率9.7％）

・手引きに示された均一料金を目指して逓増度を緩和するため、少量使用者の
改定率を高く設定し、水道使用量の増加に伴い改定率を緩和する。
（現状1.846 ⇒ 改定後1.741）

・ただし、少量使用者の急激な負担増とならないよう、少量区画の改定額を抑制する。
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【従量料金】改定による影響

口径

大小

使用水量 多

少

影響中

大口径少量使用者

使用水量が少ない使用者にとっては、
従量料金改定による影響は小さい

ただし、大口径少水量区画は、
率・額ともに中程度の改定であり、
小口径と比較すると影響は大きい

小口径少量使用者
⇒一般家庭等

使用水量が少ない使用者にとっては、
従量料金改定による影響は小さい

ただし、逓増度の緩和により、
少水量区画の改定率は高くなっている

影響小

影響大影響大
小口径多量使用者

使用水量が多い使用者にとっては、
従量料金改定による影響は大きい

ただし、逓増度を緩和し、
大幅な改定とならないよう配慮

大口径多量使用者

使用水量が多い使用者にとっては、
従量料金改定による影響は大きい

ただし、逓増度を緩和し、
大幅な改定とならないよう配慮
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新料金体系検討方針のまとめ

『水道料金改定業務の手引き』
との比較 他市比較 方針

①
基本料金と
従量料金の
収入割合

低

• 現行の基本料金の収入割合は手引きに
対して低い水準にあります。

低

• 現行の基本料金の収入割合は他市と
比較して低い水準にあります。

高める

• 手引き、他市平均ともに現行よりも高い
水準にあるため、手引きに示された方法で
算出した割合とします。

• ただし、少水量使用者にとっては基本料金の
改定の影響が大きいため、使用水量が
少ないと想定される口径13ｍｍについては、
水道料金の激変とならないよう配慮します。

②
口径別

基本料金

低

• 現行の口径別基本料金は手引きに対して
低い水準にあります。

• 口径が大きくなるほど、手引きとの乖離が
大きくなる傾向にあります。

低

• 現行の口径別基本料金は他市と比較して
低い水準にあります。

• 口径が大きくなるほど、他市平均との乖離が
大きくなる傾向にあります。

高める

• 手引き、他市平均ともに現行よりも高い
水準にあるため、手引きを基準として改定を
検討します。

• ただし、大口径については手引きとの乖離が
大きいため、水道料金の激変とならないよう
配慮します。

③
従量料金
逓増度

高

• 現行の従量料金逓増度は手引きに対して
高い水準にあります。

• また、手引きにおいては、均一料金制とする
とされています。

低

• 現行の従量料金逓増度は他市と比較して
低い水準にあります。

低める

• 現行の従量料金逓増度は、手引きよりも高い
水準にある一方で、他市と比べて低い水準に
あります。

• 経営の安定性の視点、公平性の視点から、
従量料金逓増度は低める方向で検討します。

• ただし、少量使用者の水道料金が激変と
ならないよう配慮します。
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口径
基本料金

現行差 改定率 水量
従量料金

現行差 改定率
現行 改定後 現行 改定後

13mm 520 578 ＋58 ＋11.2%
～10㎥

11～25㎥
26～50㎥

51㎥超

65
127
156
201

72
135
165
211

＋7
＋8
＋9

＋10

＋10.8%
＋6.3%
＋5.8%
＋5.0%

20mm 950 1,102 ＋152 +16.0%

25mm 1,410 1,692 ＋282 +20.0%

40mm 3,550 5,680 ＋2,130 +60.0%

～50㎥
51㎥超

156
216

165
226

＋9
＋10

＋5.8%
＋4.6%

50mm 8,110 14,598 ＋6,488 +80.0%

75mm 15,430 30,860 ＋15,430 +100.0%

100mm 23,650 47,300 + 23,650 +100.0%

150mm 47,410 94,820 ＋47,410 +100.0%

臨時 13から150mmの各口径と同一 一律 325 339 ＋14 ＋4.3％

特定共用 470 578 ＋108 ＋23.0% 25mm口径以下と同一

単位：円（1月当たり金額、税抜き）

新料金体系案

※臨時、特定共用の料金については、32ページ以降をご覧ください。
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【事務局案】料金改定による影響額の試算（一覧）

0 7 10 15 20 30 40 50 60 70 80 90 100

63 118 140 185 228 322 421 520 630 740 850 960 1,070

11.0% 11.0% 10.9% 9.3% 8.5% 7.6% 7.1% 6.8% 6.4% 6.1% 5.9% 5.8% 5.7%

167 221 244 288 332 426 525 624 734 844 954 1,064 1,174

16.0% 14.3% 13.9% 11.7% 10.5% 9.0% 8.2% 7.7% 7.1% 6.7% 6.5% 6.3% 6.1%

310 364 387 431 475 569 668 767 877 987 1,097 1,207 1,317

20.0% 17.7% 17.1% 14.5% 13.0% 10.9% 9.6% 8.9% 8.1% 7.5% 7.2% 6.9% 6.7%

水量（㎥）

口径

13mm

20mm

25mm

従量料金と比較して基本料金の改定率が大きいため、少量使用者は改定率が大き
く、使用量が多いほど改定率が緩和される傾向になります。

※各口径の平均的な使用水量に黄色で着色をしています。

改定率小改定率大 水道使用量増

上段：料金増加額（税込み、円）
下段：料金改定率

0 50 100 200 300 400 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000 5,000 6,000 8,000 10,000 35,000

2,343 2,838 3,388 4,488 5,588 6,688 7,788 13,288 18,788 24,288 29,788 35,288 40,788 46,288 57,288 68,288 90,288 112,288 387,288

60.0% 22.7% 13.9% 9.3% 7.8% 7.0% 6.5% 5.6% 5.3% 5.1% 5.0% 4.9% 4.9% 4.9% 4.8% 4.8% 4.7% 4.7% 4.7%

7,136 7,631 8,181 9,281 10,381 11,481 12,581 18,081 23,581 29,081 34,581 40,081 45,581 51,081 62,081 73,081 95,081 117,081 392,081

80.0% 43.6% 27.8% 17.5% 13.5% 11.4% 10.1% 7.4% 6.5% 6.0% 5.8% 5.6% 5.4% 5.3% 5.2% 5.1% 5.0% 4.9% 4.7%

16,973 17,468 18,018 19,118 20,218 21,318 22,418 27,918 33,418 38,918 44,418 49,918 55,418 60,918 71,918 82,918 104,918 126,918 401,918

100.0% 68.4% 48.1% 31.2% 23.8% 19.6% 16.9% 11.1% 9.0% 8.0% 7.3% 6.9% 6.6% 6.3% 6.0% 5.8% 5.5% 5.3% 4.8%

26,015 26,510 27,060 28,160 29,260 30,360 31,460 36,960 42,460 47,960 53,460 58,960 64,460 69,960 80,960 91,960 113,960 135,960 410,960

100.0% 76.6% 58.2% 40.1% 31.1% 25.8% 22.2% 14.2% 11.2% 9.6% 8.7% 8.0% 7.5% 7.2% 6.7% 6.3% 5.9% 5.7% 4.9%

52,151 52,646 53,196 54,296 55,396 56,496 57,596 63,096 68,596 74,096 79,596 85,096 90,596 96,096 107,096 118,096 140,096 162,096 437,096

100.0% 86.7% 73.3% 56.3% 46.1% 39.3% 34.4% 22.0% 16.9% 14.1% 12.4% 11.2% 10.3% 9.6% 8.7% 8.0% 7.2% 6.7% 5.2%

口径

40mm

50mm

75mm

100mm

150mm

水量（㎥）
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料金改定による影響額の試算（平均使用水量）

口径
使用
水量

現行料金 改定後 影響額

基本料金
従量料金

合計
基本料金
従量料金

合計
基本料金
従量料金

合計

13㎜ 20㎥
572

2,112
2,684

635
2,277

2,912
63
165

228
(+8.5%)

20㎜ 20㎥
1,045
2,112

3,157
1,212
2,277

3,489
167
165

332
(+10.5%)

25㎜ 50㎥
1,551
7,100

8,651
1,861
7,557

9,418
310
457

767
(+8.9%)

40㎜ 200㎥
3,905
44,220

48,125
6,248
46,365

52,613
2,343
2,145

4,488
(+9.3%)

１月の平均的な使用水量の料金改定による影響を各口径ごとに試算しました。

（税込み、円）
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料金改定による影響額の試算（平均使用水量）

口径
使用
水量

現行料金 改定後 影響額

基本料金
従量料金

合計
基本料金
従量料金

合計
基本料金
従量料金

合計

50㎜ 500㎥
8,921

115,500
124,421

16,057
120,945

137,002
7,136
5,445

12,581
(+10.1%)

75㎜ 1,000㎥
16,973
234,300

251,273
33,946
245,245

279,191
16,973
10,945

27,918
(+11.1%)

100㎜ 3,000㎥
26,015
709,500

735,515
52,030
742,445

794,475
26,015
32,945

58,960
(+8.0%)

150㎜ 3,000㎥
52,151
709,500

761,651
104,302
742,445

846,747
52,151
32,945

85,096
(+11.2%)

１月の平均的な使用水量の料金改定による影響を各口径ごとに試算しました。

（税込み、円）
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３ 臨時・特定共用の
料金案について
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検討項目ごとの現状と改定案

検討項目 現状 改定案

臨時料金
の

従量料金

• 一般の最大料金の１．５倍です。

２１６円 × １．５ ≒ ３２５円/㎥

• 改定後の一般の最大料金の１．５倍の額とします。

２２６円 × １．５ ＝ ３３９円/㎥

特定共用料金
の

基本料金

• １戸あたり４７０円で、

一般の口径１３㎜（５２０円）

より低額となっています。

• 各口径の給水能力により配賦する方法を基本と
するため、一般の口径１３mm (５７８円)と同額と
します。
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特定共用給水装置の水道料金について（現状）

〇親メーター
局が貸与
局が検針

〇子メーター
私有物又は設置がない
局は検針しない

基本料金：470円（１か月、１戸あたり）

従量料金：親メーターの使用水量と共同住宅内
の使用戸数に応じて、特別の計算を
行っています。

【計算の例】

親メーター（75ミリ）
使用水量：７，３９０㎥（２か月）、使用戸数：２２５戸

①基本料金
４７０ 円 × ２２５ 戸 × ２か月 ＝ ２１１，５００ 円

②従量料金
（７，３９０㎥ ÷ ２か月） ÷ ２２５ 戸 ＝ １６．４２㎥

１６．４２㎥に対するメーター口径２５ミリ以下の金額
３２９，７０１円 （２２５戸分） × ２か月 ＝ ６５９，４０２ 円

∴水道料金の額（①＋②）
２１１，５００ ＋ ６５９，４０２ ＝ ８７０，９０２ 円

（税抜き）

（参考）特別の計算を行わない場合

基本料金 従量料金
（ 15,430 ＋ 795,120 ） × ２か月 ＝ 1,621,100 円

（税抜き）
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